
６
丁
目
福
祉
会

町
内
会
だ
よ
り

卒
業
生
と
福
祉
会
の
お
茶
会

　

平
成
27
年
度
の
活
動
の
一
部

を
紹
介
し
ま
す
。
恒
例
の
バ
ス

ハ
イ
ク
は
、
皆
様
一
番
の
楽
し

み
で
す
。
サ
ロ
ン
で
は
、
笹
飾

り
・
正
月
用
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン

ジ
メ
ン
ト
、
男
性
の
ゲ
ス
ト
さ

ん
も
上
手
に
完
成
で
す
。

　

お
昼
は
、
旬
の
食
材
を
使
っ

た
福
祉
員
の
心
の
こ
も
っ
た
料

理
に
舌
鼓
。
お
喋
り
も
エ
ン
ド

レ
ス
。
川
柳
で
笑
い
、
懐
か
し

い
歌
を
合
唱
、
時
に
は
ビ
ン
ゴ

で
一
喜
一
憂
し
て
別
れ
を
惜
し

み
ま
す
。

２
丁
目

子
ど
も
会
広
場

　

３
月
12
日（
土
）に「
お
茶
会
」

が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
町
内
会
の
福
祉
会
の

方
か
ら
図
書
券
を
も
ら
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

で
日
の
里
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
投
稿
を
み
て
、こ
の
１

年
間
の
行
事
を
振
り
返
り
ま
し

た
。色
ん
な
こ
と
を
し
た
ん
だ
な

と
思
い
ま
し
た
。

東
郷
駅
前
活
性
化
事
業

�
　

―
そ
の
２
―

　

前
号
に
引
き
続
き
、
駅
前
空

き
店
舗
を
改
修
し
て
本
年
8
月

に
開
設
予
定
の
、
駅
日
の
里
口

前
活
性
化
事
業［
Ｅ–Station

（
仮
称
）］計
画
に
つ
い
て
報
告

い
た
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
本
計
画
の
特
徴
と

な
る「
住
民
主
体
」で
、
駅
周
辺

お
よ
び
日
の
里
団
地
全
体
の
活

性
化
に
挑
む
狙
い
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

実
施
予
定
の
事
業
は
、
住
民

の
視
点
か
ら
各
世
代
の
利
用
を

想
定
し
ま
し
た
。
子
ど
も
に
は

学
習
や
社
会
体
験
の
支
援
を
、

大
人
に
は
育
児
や
健
康
の
相
談

窓
口
、
そ
し
て
地
域
参
加
・
交

流
の
場
を
提
供
し
、
駅
利
用
者

や
地
域
外
に
向
け
て
は
日
の
里

の
情
報
と
魅
力
を
発
信
し
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
の
事
業
を
住
民
が

担
う
こ
と
は
、日
の
里
の
人
・
街
・

情
報
が
も
つ
価
値
を
た
だ
守
る

だ
け
で
な
く
、
新
た
な
関
係
や

力
を
生
み
出
す
は
ず
で
す
。

　
「
日
の
里
を
自
分
も
支
え
た

い
。」
そ
う
思
う
人
た
ち
が
協

力
し
合
う
姿
は
、
次
世
代
に
は

故
郷
の
思
い
出
と
な
り
、
現
世

代
に
は
日
の
里
団
地
活
性
化
の

源
に
な
り
ま
す
。

　

住
民
主
体
で
ま
ち
の
に
ぎ
わ

い
を
創
出
し
よ
う
と
す
る
本
計

画
に
は
、
宗
像
市
・
Ｊ
Ｒ
九
州

か
ら
改
修
費
、
運
営
費
補
助
や

家
賃
の
減
額
支
援
等
で
格
別
の

ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
う

し
た
支
援
・
協
働
で
実
施
さ
れ

る
事
業
は
、全
国
で
も
稀
で
す
。

　

本
計
画
の
内
容
に
つ
い
て
、

今
後
も
ま
ち
づ
く
り
推
進
計

画
委
員
会
よ
り
日
の
里
地
区
の

皆
様
に
お
伝
え
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
施
設
名
称
や
ロ
ゴ
の

公
募
等
も
行
い
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
そ
の
際
は
た
く
さ
ん

の
ご
応
募
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
ま
ち
づ
く
り
推
進
特
別
委
員

�

上
野
崇
之
）

●
日
の
里
幼
稚
園	

206
人

●
博
多
の
び
っ
こ
幼
稚
園	

284
人

●
日
の
里
東
保
育
園	

156
人

●
日
の
里
西
保
育
園	

138
人

●
の
ば
ら
保
育
園	

117
人

在
　
園
　
児
　
数

　

卒
園
児
を
送
り
新
入
園
児
を

迎
え
て
、
各
幼
稚
園
・
保
育
園

の
在
園
児
数
は
次
の
通
り
で
す
。

●
日
の
里
中
学
校

　

�

３
月
10
日（
木
）快
晴
の
中
、

第
41
回
卒
業
証
書
授
与
式
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
卒
業
生

は
総
員
１
１
８
人
、
元
気
に

巣
立
っ
て
行
き
ま
し
た
。

●
日
の
里
中
学
校

　

�

４
月
８
日（
金
）第
42
回
入
学

式
が
１
２
２
人
の
新
入
生
を

迎
え
、
同
校
体
育
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
１
２
２
人
は
１

組
42
人
、
２
組
40
人
、
３
組

40
人
に
組
み
分
け
さ
れ
て
い

ま
す
。

卒

業

式

入

学

式

●
日
の
里
東
小
学
校

　

�

３
月
17
日（
木
）第
43
回
卒
業

証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
、
55

人
の
子
ど
も
た
ち
が
巣
立
っ

て
行
き
ま
し
た
。

●
日
の
里
西
小
学
校

　

�

３
月
17
日（
木
）第
40
回
卒
業

証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
、
72

人
の
元
気
な
子
供
た
ち
が
温

か
い
春
の
日
差
し
の
も
と
巣

立
っ
て
行
き
ま
し
た
。

◎
お
知
ら
せ

　

�　

日
の
里
西
小
学
校
で
は
、

前
校
長　

木
部
里
美
さ
ん
の

異
動
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
教

頭
を
務
め
ら
れ
て
い
た
有
馬

昌
一
郎
さ
ん
が
新
た
に
校
長

に
昇
任
さ
れ
ま
し
た
。

●
日
の
里
東
小
学
校

　

�

４
月
12
日（
火
）第
44
回
入
学

式
が
同
校
体
育
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
年
の
新
入
生
は

42
人
。
１
組
21
人
、
２
組
21

人
の
２
組
で
す
。

●
日
の
里
西
小
学
校

　

�

４
月
12
日（
火
）第
41
回
入
学

式
が
同
校
体
育
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
１
組
28
人
、
２
組

28
人
の
合
計
56
人
が
新
１
年

生
と
し
て
入
学
し
ま
し
た
。

　

次
に
福
祉
会
の
方
の
紹
介
が

あ
り
、
み
ん
な
で
楽
し
く
話
し

な
が
ら
、
ケ
ー
キ
を
食
べ
た
り
、

ジ
ュ
ー
ス
を
飲
ん
だ
り
し
ま
し

た
。
と
て
も
楽
し
か
っ
た
し
、
心

に
残
る
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
、こ
の
お
茶
会
の
お
か
げ

で
、
６
年
分
の
楽
し
か
っ
た
こ

と
や
、ゲ
ー
ム
に
負
け
て
く
や
し

か
っ
た
こ
と
を
、い
っ
き
に
思
い

出
し
ま
し
た
。
ま
た
、役
員
さ
ん

に
は
色
々
な
所
に
連
れ
て
行
っ

て
も
ら
っ
た
り
、景
品
の
準
備
を

し
て
も
ら
っ
た
の
で
、と
て
も
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
６
年
間
は
私
に
と
っ
て
、

最
高
の
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

�

６
年　

宮
原
千
賀 ２丁目公民館にて

卒業生東小卒業生

卒業生のおわかれ風景 木部里美 校長西小卒業生

中学新１年生

誓いのことば

歓迎のことば

西小新１年生有馬昌一郎 校長

２年生歓迎のステージ 東小新１年生

６丁目公民館にて七夕笹飾

　

平
成
25
年
か
ら
、
年
２
回
町

内
の
皆
様
へ
回
覧
板
で
６
丁
目

サ
ロ
ン
の
ご
案
内
を
し
て
い
ま

す
。「
ロ
コ
モ
体
操
」「
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
」「
骨
密
度
測
定
」質
問

も
活
発
で
和
み
ま
す
。
福
祉
会

の
活
動
、
向
こ
う
三
軒
両
隣

ネ
ッ
ト
の
話
、
地
域
の
絆
の
大

切
さ
を
話
し
合
っ
て
楽
し
い
一

時
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

�

　

６
丁
目　

福
祉
員
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1 日 休館日

2 月 休館日

3 火 休館日　　　　　　　　　　　　　　憲法記念日

4 水 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 みどりの日

5 木 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 こどもの日

6 金

7 土

8 日 日の里地区コミュニティ運営協議会総会

9 月 休館日

10 火

11 水

12 木

13 金 男性料理教室【食進会】

役員会

おもちゃ病院・わくわく広場（東小）

15 日

16 月 休館日

17 火

18 水 出張ひのっこサロン（コミセン）

19 木

20 金

21 土

22 日

23 月 休館日

24 火

25 水

26 木

27 金 男性料理教室【食進会】

28 土 おもちゃ病院・わくわく広場（東小）

29 日

30 月 休館日

31 火

1 水

2 木

3 金 男性料理教室【食進会】

4 土

5 日

6 月 休館日

7 火

8 水

9 木

10 金 男性料理教室【食進会】

６

月

５

月

14 土

※予定は変更になる可能性があります。 

情 報 カ レ ン ダ ー 
 

（順不同・敬称略） 

団体名 内 容 代表者 連絡先電話番号

日の里囲碁同好会 親睦を目的とする対局 鵜木 莞爾 36-4407 

手描き友禅 布に筆で絵を染め付ける 滝口 廣子 36-3522 

アトリエ自由ヶ丘 透明水彩画 立川 眞澄 090-3320-0258 

フラワーデザイン教室 生花のアレンジメント・ブーケ等 鶴田 佳子 090-9659-2105 

日の里絵画教室 水彩・アクリル・油絵他 初心者歓迎 髙﨑 克 37-3474 

野の花庭の花を描く 季節の花や実を水彩で描く 鳥井 啓子 52-4185 

水墨画趣味の会 水墨画を楽しく勉強 吉田 正昭 36-3108 

習永書道 硬筆・毛筆・ペン教室（幼児～成人） 堤 宏 090-2589-4483 

書道 書道（子ども・大人） むなかた市民学習ネットワーク 36-3721 

永嶋パッチワークサークル 小さな巾着から大きなベッドカバーまで 青木 光恵 36-3644 

奥川水毬パッチワーク教室 古着・古布を使用したパッチワーク 奥川 水毬 090-8411-1174 

レディースハーモニーユリックス コーラス練習 沖田 典子 36-5784 

宗像男声合唱団 合唱練習 山根 浩 36-1459 

わらべうたの会 わらべうたを歌ったり遊んだり 山元 千惠子 37-2670 

カラオケ教室日の里 カラオケ練習受講 武藤 シゲ子 36-1416 

花田着付け教室 着物を自分で着られるように指導 花田 惇子 090-3415-8646 

宗像楽謡会（民謡同好会） 民謡を楽しく唄います。未経験者大歓迎 有田 重子 36-0550 

日の里松花会 観世流謡・仕舞 宮田 惠子 36-5492 

宗博会 大正琴 甲斐田 樹美野 36-6436 

韓国語講座（初・中・上級） 韓国語にチャレンジしてみませんか 崔 祐先 080-4287-0797 

ウェルカム英語塾 英会話と歌 松本 隆治 090-7393-5717 

張の中国語 中国語講座（中級程度） 渡邉 冽 34-8180 

華道池坊（華月会） 植物に触れ身近に自然を感じる 福田 孝子 36-0365 

日の里句会 俳句、句会 薄 美津子 37-2324 

歎異抄の会 歎異抄に学ぶ 古川 尚子 36-3290 

すみれ会 卓球による友好と健康増進 奥野 久美子 37-4129 

日の里空手スクール 空手・護身の身体技術 宇都宮 英人 092-734-0545 

実践空手道 玄心舘 礼節を重んじ楽しく練習 熊谷 篤 090-2506-6439 

誠英学舎 女性・初心者も安心して学べる空手 安部 俊伯 090-7163-4087 

らくらく健康体操 音楽に乗せて楽しく運動。年齢不問 得田 百合江 36-2710 

シークエンス・ダンス ヨーロッパのクラシカル・ダンス 東 晏宏 36-6208 

東風の会 ストレッチ、初心者向け太極拳 押井 登久子 32-7148 

リズミック・ダンス教室 小中学生の身体表現ダンス 橋口 良子 62-1308 

日の里ダンス愛好会 社交ダンス、体操（子ども無料） 青木 道子 37-1351 

自己マッサージ「ゆるり」 自分で自分の体をマッサージ、ほぐします 和田 奈穂子 080-5265-5674 

※開講日時や内容の詳細につきましては、代表者の方にお問い合わせ下さい。 

※掲載内容は、平成２８年４月１６日時点のものです。変更等の可能性がありますのでご了承下さい。 

５月１日（日）～３日（火）

はＧＷ休館日です。 

５
月

１ 日 休館日
２ 月 休館日
３ 火 休館日� 憲法記念日
４ 水 � みどりの日
５ 木 � こどもの日
６ 金

７ 土

８ 日 日の里地区コミュニティ運営協議会総会
９ 月 休館日
10 火

11 水

12 木

13 金 男性料理教室【食進会】

14 土
役員会
おもちゃ病院・わくわく広場（東小）

15 日

16 月 休館日
17 火

18 水 出張ひのっこサロン（コミセン）
19 木

20 金

21 土 中学校体育祭
22 日

23 月 休館日
24 火

25 水

26 木

27 金 男性料理教室【食進会】

28 土
おもちゃ病院・わくわく広場（東小）
小学校大運動会

29 日

30 月 休館日
31 火

６
月

１ 水

２ 木

３ 金 男性料理教室【食進会】
４ 土

５ 日

６ 月 休館日
７ 火

８ 水

９ 木

10 金 男性料理教室【食進会】

　※予定は変更になる可能性があります。

健
康
福
祉
部
会

食
生
活
改
善
推
進
会

　
　
　
日
の
里
支
部

10
日
、24
日（
い
ず
れ
も
金
曜
日
）

・�

時　

間　

�

10
時
～
13
時

・�

場　

所　

コ
ミ
セ
ン
料
理
室

・�

参
加
費

　

�

１
５
０
０
円（
５
回
分
）

・
募
集
人
員　

20
人

・�

持
参
品

　

�

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
布
巾
、

筆
記
用
具

・�

申
込
み
・
問
合
せ

　
　

�

コ
ミ
セ
ン
事
務
局

�

（
37–

１
５
８
７
）

ま
た
は　

古
賀　

36–

２
１
９
０

　

男
性
料
理
教
室
は
今
回
で
11

回
を
迎
え
ま
し
た
。
第
１
回
目

は
だ
し
の
取
り
方
、
調
味
料
の

計
量
な
ど
基
本
的
な
と
こ
ろ
か

ら
始
め
、
次
第
に
魚
・
肉
を
取

り
入
れ
た
調
理
に
入
り
ま
す
。

リ
ク
エ
ス
ト
が
あ
っ
た
ら
、そ
れ

を
取
り
入
れ
た
り
し
ま
す
。
和

気
藹
々
と
楽
し
み
な
が
ら
料
理

の
腕
を
磨
い
て
下
さ
い
。

○
会
員
募
集

　
「
私
達
の
健
康
は
私
達
の
手

で
」を
合
い
言
葉
に
、
地
域
の
食

生
活
改
善
を
目
指
し
て
、
健
康

に
気
を
配
り
、
元
気
に
暮
ら
せ

る
食
生
活
を
目
指
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。

・
例　

会

　

�

月
１
回　

第
３
水
曜
日

・
場　

所　

コ
ミ
セ
ン
調
理
室

・
年
会
費　

３
０
０
０
円

　

そ
の
他
、見
学
研
修
、食
に
関

す
る
講
義
と
実
習
、
講
演
な
ど

も
あ
り
ま
す
。

・�

申
込
み
・
問
合
せ

　
　

�

コ
ミ
セ
ン
事
務
局

�

（
37–

１
５
８
７
）

ま
た
は　

古
賀　

36–

２
１
９
０

�

（
日
の
里
支
部
長　

古
賀
）

男
女
共
同
参
画
会

５月１日（日）～３日（火）
はＧＷ休館日です。

８
丁
目
子
ど
も
会

　

３
月
17
日（
木
）北
九
州
市

立
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
・

ム
ー
ブ
に
視
察
研
修
に
い
き
ま

し
た
。
宗
像
市
男
女
共
同
参
画

推
進
課
の
白
木
課
長
と
共
に
日

の
里
地
区
男
女
共
同
参
画
会
会

員
９
人
と
計
10
人
で
市
の
バ
ス

で
い
き
ま
し
た
。

　

研
修
の
内
容
は
、

１  

男
女
共
同
参
画
が
地
域
で

普
及
し
て
い
る
の
か

２  

女
性
の
活
躍
、
育
成
が
な
さ

れ
て
い
る
の
か　

　

２
つ
の
テ
ー
マ
を
事
業
課
長

入
口
さ
ん
か
ら
、
昨
年
20
周
年

記
念
行
事
の
説
明
か
ら
現
状
の

活
動
内
容
、
講
座
の
説
明
を
お

聞
き
し
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
、
活
発
に
こ

れ
か
ら
の
活
動
に
活
か
す
た
め

に
会
員
が
、
熱
く
意
見
交
換
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
後
、
館
内
の

視
察
を
見
学
し
ま
し
た
。
近
く

に
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
が
あ
り

日
常
生
活
に
必
要
不
可
欠
な
の

で
、
見
学
し
て
い
く
こ
と
に
し

ま
し
た
。
市
男
女
共
同
参
画
推

進
課
白
木
課
長
に
ご
一
緒
し
て

い
た
だ
き
こ
れ
か
ら
の
活
動
の

励
み
に
な
り
ま
し
た
。
帰
宅
し

コ
ミ
セ
ン
で
、こ
れ
か
ら
の
取
り

組
み
と
反
省
会
を
行
い
、
こ
れ

か
ら
に
役
立
て
て
行
き
ま
す
。

総
会
の
お
知
ら
せ

　

来
た
る
平
成
28
年
５
月
13

日（
金
）10
時
～
12
時
ま
で
。
10

時
～
11
時
総
会
。
引
き
続
き
男

女
共
同
参
画
を
に
わ
か

4

4

4

で
演
じ

ま
す
。
よ
り
よ
い
環
境
・
生
活

を
ち
ょ
っ
と
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
？
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　

４
月
２
日（
土
）、
健
康
福
祉

部
会
主
催
の
歩
こ
う
会（
み
ず

が
め
の
郷
桜
鑑
賞
）を
開
催
し

ま
し
た
。
参
加
者
32
人
は
９
時

に
日
の
里
地
区
コ
ミ
セ
ン
に
集

合
し
、
ラ
ジ
オ
体
操
後
出
発
。

み
ず
が
め
の
郷
ま
で
の
約
７
キ

ロ
景
色
を
楽
し
み
、
談
笑
し
な

が
ら
10
時
半
ご
ろ
到
着
。

　

久
末
ダ
ム
周
辺
の
満
開
の
桜

に
一
同「
わ
ぁ
ー
き
れ
い
」と
歓

喜
の
声
、
心
が
洗
わ
れ
る
桜
鑑

賞
で
し
た
。

歩
こ
う
会

み
ず
が
め
の
郷
さ
く
ら
鑑
賞

楽
し
か
っ
た
お
別
れ
会

　

２
月
13
日（
土
）に
子
ど
も
会

最
後
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て「
６
年

生
お
別
れ
会
」が
あ
り
ま
し
た
。

ボ
ー
リ
ン
グ
と
ア
フ
ロ
デ
ィ
ー
テ

で
の
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

ボ
ー
リ
ン
グ
で
は
、
各
学
年

ま
ざ
っ
て
チ
ー
ム
を
作
り
、
６

チ
ー
ム
で
対
抗
し
ま
し
た
。
１

年
生
の
子
も
一
生
け
ん
め
い
重

た
い
ボ
ー
ル
を
投
げ
な
が
ら
が

ん
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ラ
ン
チ
で
は
、
ピ
ザ
や
パ
ス

タ
、
ジ
ェ
ラ
ー
ト
を
思
う
存
分

食
べ
ま
し
た
。
６
年
生
と
子
ど

も
会
の
行
事
を
と
も
に
で
き
な

い
と
思
う
と
さ
み
し
い
け
ど
、中

学
校
に
行
っ
て
も
が
ん
ば
っ
て

ほ
し
い
で
す
。

　

今
年
度
は
、
新
６
年
生
が
い

な
い
の
で
、私
た
ち
新
５
年
生
が

子
ど
も
会
を
が
ん
ば
っ
て
も
り

上
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

最
後
に
、
１
年
間
楽
し
い
行

事
を
計
画
し
て
く
れ
た
り
み
ん
な

の
お
世
話
を
し
て
く
れ
た
子
ど
も

会
と
町
内
会
の
役
員
の
み
な
さ
ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
新
５
年
生　

末
永
美
月
）

ラ
ブ
ア
ー
ス
・

�

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

�

２
０
１
６

　

九
州
・
沖
縄
・
山
口
の
河
川
、

山
並
み
を
一
斉
に
清
掃
す
る

「
ラ
ブ
ア
ー
ス
・
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
２
０
１
６
」。
む
な
か
た「
水

と
緑
の
会
」と
市
で
は
、
さ
つ

き
松
原
海
岸
を
一
斉
清
掃
し
ま

す
。
み
な
さ
ん
多
数
の
ご
参
加

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

日
時
・�

５
月
29
日（
日
）
午
前

９
時
受
付
・
９
時
30
分

か
ら
１
時
間
程
度（
雨

天
の
場
合
は
中
止
）

集
合
・
受
付
場
所（
本
部
）

　
　
　

�

ひ
び
き
灘
自
転
車
道
横

の
ト
イ
レ
前
駐
車
場

清
掃
場
所
・�

さ
つ
き
松
原
海
岸

持
参
品（
帽
子
・
作
業
の
出
来

る
服
装
で
歩
き
や
す
く
濡
れ
て

も
よ
い
履
物
）

問
合
せ
先�（
宗
像
市
環
境
課

�

電
話�

36–

１
４
２
１
）

新
任
職
員
ご
挨
拶

　

５
年
前
に
家
を
建
て
る
に

当
た
り
、い
く
つ
か
候
補
が
あ

り
ま
し
た
が
、
主
人
が
育
っ
た

日
の
里
が
一
番
住
み
や
す
い
と

い
う
こ
と
で
こ
ち
ら
に
引
っ
越

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
子
ど
も

が
未
就
園
の
頃
は
、日
の
里
の

子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々

に
大
変
世
話
に
な
り
、楽
し
く

サ
ー
ク
ル
活
動
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
私
も
日
の
里
の

方
に
お
役
に
立
て
る
よ
う
に
が

ん
ば
り
ま
す
。

原　美加

※
お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
日
の
里
４
月
号
２
面

「
ゆ
と
り
と
心
の
置
き
ど
こ
ろ
」

の
講
演
者
承
福
寺
住
職　

埜
村

要
道
が（
首
）と
な
っ
て
お
り

ま
し
た
。
お
詫
び
と
訂
正
を
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

○
男
性
料
理
教
室
参
加
者
募
集

・�

日　

程

　

�

５
月
13
日
、
27
日
・
６
月
３
日
、
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